
2025年6月30日
日本語の名称 イーサリアム
現地語の名称 Ethereum
呼称（日本語の名称と同じ場合はー表記） −
ティッカーコード（シンボル） ETH
発行開始（年、月、日） 2015年7月30日
時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $300,156,161,035
時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ¥43,372,565,269,590
主な利用目的 送金、決済、スマートコントラクト
利用制限の有無 なし
海外流通の有無 あり
国内流通の有無 あり
店舗等の利用制限の有無 なし
利用制限を行う者の属性 −
利用制限の内容 −

一般的な性格

・分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗
号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行
される暗号資産
・分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割を果たす
特徴を持つ

法的性格（資金決済法第2条第14項第１号、第２号の別　例：
第1号）

第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 −
発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有無および名称 なし
発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求権） −
支払請求（買取請求）による受渡資産 −
発行者が保有者に付与するその他の権利 −
発行者に対して保有者が負う義務 −
価値の決定 保有者間の自由売買による
交換（売買）の制限 −
価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェーン
保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開
保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

利用者の真正性の確認
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信
した移転データと特定し、記帳する。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of Stake
コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除す
るために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成
方式）の一つであり、保有している基軸暗号資産の量が多いほ
どブロック生成（承認）の成功確率が上昇する承認方式。

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無とその名称
（アルトコインのみ）

−

取引単位の呼称
finney=0.001ETH
szabo=0.000001ETH
wei=0.000000000000000001ETH

保有・移転記録の最低単位 1wei (=0.000000000000000001 ETH)
交換可能な通貨又は暗号資産 全て可
交換制限 −
制限内容 −
交換市場の有無 あり
価値が連動する資産等の有無 なし
価値連動する資産等の名称 −
価値連動する資産等の内容 −
価値連動する資産との交換の可否 −

取扱暗号資産の概要説明書
概要書更新年月日
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価値連動する資産との交換比率 −
価値連動する資産との交換条件 −
その他の付加価値（サービス）の有無 あり

付加価値（サービス）の内容
Ethereumネットワーク上でのスマートコントラクトの記録と実
行

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況 安定してサービスが続いている
発行者 あり
発行主体の名称 Ethereum Foundation
発行主体の所在地 スイス連邦ツーク州
発行主体の属性等 次世代の分散型アプリケーションの開発

発行主体概要
不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集
団・共有管理

発行暗号資産の信用力に関する説明

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組
み。
ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と
重層化した暗号化技術による記録の保全能力
保有・移転管理台帳の公開
暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

発行方法
初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持の
ための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償
としてプログラムにより自動発行

発行可能数 未定
発行可能数の変更可否 不可
変更方法 −
変更の制約条件 −
発行済み数量 120,717,564.3ETH

今後の発行予定または発行条件
2025年5月時点では、ステーキング報酬として１日当たりおお
よそ 2,500 ETH が新規に発行されている。

過去３年間の発行状況

・2022年5月時点では発行済量が119,115,014であり、2025年5
月20日時点では120,727,124へ増えた。
・2025年5月時点では、ステーキング報酬として１日当たりお
およそ 2,500 ETH が新規に発行されているが、手数料の一部焼
却による減少があるため、純増はおよそ１日当たり 0 ～ 2,500 
ETH となっている。

過去３年間の発行理由
2022年以降、EthereumはPoS移行後もバリデータ報酬による新
規発行が続いており、L2拡大によるL1手数料減少でバーン量が
伸び悩み、結果として供給は純増傾向にある。

過去３年間の償却状況
2022年5月時点では発行済量が119,115,014であり、2025年5月
20日時点では120,727,124へ増えた。

過去３年間の償却理由
過去3年間におけるEthereumのバーンは、手数料の自動焼却に
よるものであり、ネットワーク利用に応じて発生し、主にL1上
の高需要時に集中して行われていた。

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 なし
監査を実施する者の氏名又は名称 −
直近時点で行われた監査年月日 −
直近時点における監査結果 −
ブロックチェーン技術の利用の有無 あり
ブロックチェーンの形式 パブリック型
ブロックチェーン技術を利用しない場合には、その名称 −
利用するブロックチェーン技術以外の技術の内容 −

価値移転認証の仕組み
台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読
し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台
帳の記録を確定する。

価値記録公開/非公開の別 公開
保有者個人データの秘匿性の有無 あり
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秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台
帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもって
移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネット
ワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除
し、信頼性を確保する。

記録者の数
1,084,959（2025年6月30日時点のバリデーター数）
https://beaconscan.com/

記録者の分布状況

記録者の分布状況は、Ethereumに依存する。Ethereumの記録
者は世界各国に分散しており、主な分布状況は米国44.48%、ド
イツ10.84%、イギリス9.07%であることが確認できる。
https://etherscan.io/nodetracker（2025年5月27日時点）

記録者の主な属性
不特定。
記録者は最低32ETHの保有が必要となる。

記録の修正方法 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。

記録者の信用力に関する説明
記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が
十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼ら
ず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし
監査を実施する者の氏名又は名称 −
直近時点で行われた監査年月日 −
その監査結果 −
（統括者に関する情報）
記録者の統括者の有無 なし
統括者の名称 −
統括者の所在地 −
統括者の属性 −
統括者の概要 −

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事項
多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能
力合計よりも強力な能力を用いることによって、記録台帳を改
竄すること発行プログラムを改変することができる。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送
付指示を行うことができる。

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 −
価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記
事項

−

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項
処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブロック
チェーン上で発生した場合に遅延する可能性がある。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項
ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆
弱性があった場合に不正に資産が盗み取られるリスクがある。

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に関する特記事
項

Ethereum上のアプリケーション「The DAO」のプログラム（ス
マートコントラクト）のバグ（脆弱性）を攻撃されて、集まっ
たファンド資金３分の１以上を盗み取られた事例がある。

非互換性のアップデート（ハードフォーク）の状況

2016年7月 The DAOの攻撃によって盗まれたDAOを取り戻す
Ethereum Classicハードフォーク（注1）
2017年7月に発生した盗難案件をきっかけに、2018年1月に再
び分裂しEthereum Zeroが誕生
2022年９月一部のETHマイニング団体がEthereum Proof of 
Workモデルをサポートし続けるため、再び分裂し
EthereumPoWとEthereumFairが誕生した
2023年4月、2024年3月、2025年5月の大型アップグレードでは
チェーンの分裂は起こらなかった。

今後の非互換性アップデート予定 −
正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 −
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価格データの出所
出所：Etherscan
URL:https://etherscan.io/stat/supply

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） $2,486.46
１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ¥357,765
ドル/円計算レート　2020年1月17日基準 1ドル/144.30円
四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位は百万円） 707,811 百万円

付帯条件 ー

付言 ー

注1　旧来のイーサリアムをハードフォークすることにより、
2016年6月の自律分散型投資ファンド「The DAO」への攻撃に
よって盗難されたDAOを救出した。このHFを支持しなかったマ
イナーによって存続することとなった旧仕様のイーサリアムは
Ethereum Classicに改称され、HF側がイーサリアムの名称を引
き継いだ。スマートコントラクトの実行プラットフォームとし
て開発された現在のETCの性格を引き継いている。

備考

1.本書は、一般社団法人日本暗号資産等取引業協会（以下「当協会」といいます。）に所属する会員（以下「会員」といいます。）
が、その取り扱う暗号資産（以下「取扱暗号資産」といいます。）に関し、本文書の作成日時点で入手可能な情報に基づき作成した
ものです。
2.本書は、取扱暗号資産に関する情報提供を目的としたものであり、特定の暗号資産の売買・交換等の勧誘や推奨等を目的とするも
のではありません。暗号資産の売買等については、ご自身の判断と責任により行ってください。
3.本書は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性・信頼性・完全性を保証するものではありませ
ん。本書に記載された情報の欠落・誤謬等について、当協会がその責を負うものではありません。
4.本書は、原則として自由に利用することができます。ただし、会員以外の方が暗号資産の売買・交換等の取引、これらの取引の媒
介・取次ぎ・代理等の暗号資産に関連する事業を行う目的で使用することを禁じます。
5.本書を利用することによって生じたいかなる損害に対しても、当協会がその責を負うものではありません。
6.取扱暗号資産は、その開発・管理の状況、政府等による規制や経済社会の情勢などの影響により、その価値が減少することがあ
り、価値を失う場合もあります。
7.本書の内容は、予告なく変更又は廃止する場合がありますので、あらかじめご承知おきください。
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